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安倍の国葬に反対する

モリ・カケ・サクラ疑惑
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森友疑惑
•教育勅語を重視し、安倍晋三を礼賛する教育を推進した森友学
園に安倍首相は肩入れした。その森友学園が計画した「瑞穂の
國記念小學院」を建設するために、2016年大阪府豊中市の国有
地を約8億円値引きして1億3400万円で払い下げた。

•昭恵夫人が名誉校長に就任していたこと、安倍首相から１００
万円の贈与がなされていたことが発覚し、国会で追及された。

•安倍首相は「私や妻が（売却に）関係していれば首相も国会議
員も辞める」と強弁し、以後、証拠隠し、疑惑隠し、つじつま
合わせのために、売却に関する決裁文書を財務省主導で改ざん
させていった。

•安倍は自らの責任を逃れようと、むきになって、疑問だらけの
その場しのぎの答弁を延々と続けた。

2

• 安倍のついたウソと保身行為のために、改ざんを強いられた財務省
近畿財務局の職員が自死に追い込まれた。亡くなった赤木さんの妻
雅子さんの切実な求めにもかかわらず誰も真相を語らず、誰一人責
任を取らなかった。雅子さんは国と佐川元理財局長に損害賠償を求
める訴訟を起こした。

• 岸田政権は21年12月「認諾」で「改ざん問題の追及を避けるため訴
訟を終わらせた」。幕引きを図った。

• 2020年、森友学園問題を粘り強く追及した木村真豊中市議の発言。
「安倍政権は将棋に例えれば完全に詰んでいる状態だが、ルールを
変え盤の外を逃げ回っている状況だ。非常にもどかしく感じている。
しかし、本来この活動の始まりは、極右的な教育を子どもたちに植
え付ける『瑞穂の国記念小学院』の開校を阻止することであり、そ
れは実現できた。その意味では一定の成果があった」

• 「しかるべき人物に責任を取らせるまで、森友問題は終わらないし、
終わらせてはならない」。
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「加計学園問題」

• 加計ありきの国家戦略特区制度による獣医学部新設計画が安倍官邸
によって進められた。安倍首相が権力行使して、「腹心の友」加計
孝太郎氏に便宜を図った疑惑。

• 無償土地提供と補助金を合わせて140億円近くを供与した。他大学
（京都産業大学）排除を画策した上で、文科省に恫喝をかけて約５
０年ぶりの獣医学科新設を認めさせた。

• 新設が認可される過程で、「総理のご意向だと聞いている」などと
言われたとする文書が文科省に存在することが判明した。安倍は
「加計学園からの相談は一切ない」と関与を否定し、しらを切った。

• 2017年3月福島みずほさんに疑惑を追及され、「福島さん責任取れ
るんですか!」と興奮して逆切れした。
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•「総理は『平成３０年４月開学』とおしりを切っていた」「工
期は２４ヶ月」「官邸は絶対やると言っている」「総理が言え
ないので私が代わりに言う」など、安倍首相が加計学園の獣医
学部新設をせき立てているような文書が次々と暴露された。

•疑惑追及に「記憶にない」「記憶にないから言ってない」「記
録にない」など、逃げの答弁・忖度発言を官僚たちは連発した。

•極め付きは、「加計学園が獣医学部申請をしたのを知ったのは
２０１7年１月２０日(事業者が加計学園に決定した日)であった。
私が関与しようがない」という白々しい安倍首相の答弁。安倍
が知らないわけがない。安倍はあり得ないウソをつきとおした。
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安倍は「桜を見る会」を私物化した
• 「各界で功労・功績のあった方々を慰労する」という趣旨に反し、
2019年春に安倍首相は安倍後援会関係者を850人招待した。夫人の
安倍昭恵も招待枠を持っていた。桜を見る会を私物化し、税金を
使って支援者を接待した。首相による公選法違反（買収）だ。

• 招待者の推移・費用内訳などを示す資料の開示要求に対し、招待者
名簿をシュレッダーで破棄した。ここでも都合の悪いものは隠す隠
ぺい体質を露見させた。名簿のバックアップデータが残っているの
に、官僚は「すでに破棄した」と答弁した。

• 桜を見る会前夜祭での公職選挙法違反（選挙区内での寄付行為）政
治資金規正法違反（虚偽記載）の疑い

• 前夜祭の費用を後援会が補填していたが、安倍は「補填はない」な
ど、事実に反する国会答弁を少なくとも118回繰り返した。
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反社会的勢力を参加させ、お墨付けを与えた。

•安倍晋三首相の「推薦枠・60番」を使って、悪質なマルチ商法
で知られる「ジャパンライフ」の元会長を２０１５年の会に招
待した。

•マルチ商法で業務停止となった「よつばホールディングス」の
関係者と首相夫妻が「桜を見る会」時に撮った写真が勧誘に使
われた。など

•なんと、2013年～2016年の「桜を見る会」に統一教会の関連
政治団体・世界戦略総合研究所の小林幸司事務局次長を招待し
ていた。

• ハーバー・ビジネス・オンライン ＜政界宗教汚染～安倍政権と問題教団の歪な共存関
係・第23回＞より

• 小林幸司氏のFACEBOOKに写真が投稿されている。
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安倍の罪状
• これで話は終わらない。

• 安倍元首相の死後、旧統一協会との癒着疑惑、オリンピック金品疑惑
• 安倍政権の腐敗体質に絡む疑惑が噴出している。

• 安倍は国にどんな貢献をしたというのか
• 権力を私物化し、政府機関を腐敗させていった張本人ではないか

• 人民に奉仕するのではなく、不正に手を染めてまで権力に媚びる公務員
を作り出していった責任は安倍にある。
• モリ・カケ・サクラ疑惑は解明されていない。
• 安倍の国葬などもってのほかだ。

8

5 6

7 8


